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書簡④ 明治三十四年七月二十四日
ロ
ー
マ
ニ
テ
【
解
説】
③
の
哲
簡
か
ら
約
四
ヶ
月
後 、
国
四
郎
が
ロ
ー
マ
に
滞
在
し
て
い
た
頃
の
も
の
で
あ
る 。
ハ
ガ
キ
衷
面
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の〈
詩
(La
 Po
esia))
に
つ
い
て
の
解
説
と 、
近
々
ポ
ン
ペ
イ・
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
を
回
る
こ
と
が
綴
ら
れ
て
い
る 。
泣
堕
が
詩
人
で
あ
る
た
め 、
国
四
郎
は
こ
の
絵
ハ
ガ
キ
を
送っ
た
の
だ
ろ
う
か 。
ち
な
み
に 、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
〈
詩〉
滴
谷
生
御
無
沙
汰
二
打
過
き
候
是
レ
ハ
「
バ
チ
カ
ン」
ノ
天
井
画
二
御
座
候
後
ハ
「
モ
ザ
イ
ク」
二
候
Poetry
卜
云
フ
ノ
デ
ス
一
両
日
ノ
中
「
ポ
＝
マ
マ）
ン
ペ
ー」
二
行
キ
「
夫
レ
カ
ラ
「
フ
ロ
ヲ
レ
ン
ス」
二
参
リ
可
申
候
早々
御
芳
簡
並
ビ
奉
草
拝
見
度
々
ノ
御
送
与ハ
も
っ
た
い
な
き
次
第
二
存
居
候
兎
角
兄
之
御
親
惜
ハ
悔
二
肝
銘
仕
候
先
日
ノ
御
目
二
掛
ケ
タ
ャ
ッ
ハ
後
デ
モ
面
白
く
な
く
思
ワ
レ
タ
ル
者
ナ
レ
パ
其
侭
費
兄
ノ
手ニ
ア
レ
バ
幸
モ
甚
ダ
し
き
者
二
存
候
端
世
ノ
方
ハ
六
ツ
ダ
ケ
ニ
三
日
中
二
懇
考
御
送
り
申
上
度
存
候
先ハ
取
不
肯
御
返
答
迄
何
れ
ハ
世
面
二
て
束
京
日
暮
里
村
十
二
月一
8
満
谷
国
四
郎
簿
田
淳介
様
【
発
信
局
印】
東京
【
受
侶
局
印】
0
ロ
大
阪
草
々
便
駒
込
0
3
ヽ6
は 、
ヴ
ァ
テ
イ
カ
ー
ノ
宮
「「
署
名
の
間」
天
井
の
円
形
寓
意
像
の一
っ 。
こ
れ
ら
の
女
性
た
ち
は
す
べ
て
金
地
に
グ
ロ
テ
ス
ク
文
様
と
木
製
円
花
紋
を
配
し
た
円
形
の
装
飾
帯
に
囲
ま
れ 、
モ
ザ
イ
ク
づ
く
り
の
よ
う
に
見
せ
か
け
た
金
地
を
背
に
雲
の
上
の
玉
座
に
座
し
て
い
る 。」
（『
世
界
美
術
大
全
集
j
一
九
九
四
年
十
二
月
小
学
館
四一
六
頁）
と
さ
れ
て
い
る 。
つ
ま
り 、
国
四
郎
の
説
明
で
は
「
モ
ザ
イ
ク」
（
小
石
を
敷
き
詰
め
た
も
の）
と
さ
れ
て
い
る
が 、
そ
れ
は
誤
り
で 、
実
際
は
フ
レ
ス
コ
回
（
塗
っ
た
石
灰
が
生
乾
き
の
う
ち
に
絵
を
柑
き
上
げ
た
も
の）
で
あ
る 。
⑥
明
治
三
十
四
年
十
二
月一
日
【
発
信
者
欄
l
東
京
日
暮
里
村
【
受
信
者
欄]
大
坂
束
区
谷
町
八
丁
目
百
九
十
番
本
長
寺
内
34
,
1
2
,
l
 
ロ
□
十
二
月
二
13
フ
デ
満
谷
国
四
郎
〔
本
文
末
尾〕
ハ
ガ
キ
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拝
啓
⑥
明
治
三
十
五
年
八
月
八
日
〔年
推
定〕
ハ
ガ
キ
フ
デ
一
発
信
者
襴】
銚
子
黒
生
浦
み
つ
た
に ．
〔
本
文
末
尾〕
寄
信
者
梱】
大
坂
束
区
南
本
町
四
ノ
三
十
六
簿
田
淳
介
様
百
信
局
印】
下
総
銚
口
〔
子
か
？〕
【
受
信
局
印】
大
口
〔
阪
か
？〕
此
頃
の
御
起
居
如
何
□
,
8
,
8
草
々
D.
5.
3
0
雨
降
り
で
実
二
閉
口
此
上
な
し 。
君
ノ
方
モ
ト
ヲ
／＼
先
月
中
に
出
来
ズ
申
訳
な
し
十
四
日
二
帰
ル
カ
ラ
ヤ
リ
マ
し
よ
を
用
事
ア
レ
バ
東
京
方
へ
願
ふ ．
先
ハ
御
見
舞
迄
銚
子
黒
生
浦
み
つ
た
に
甘
口
八
月
六
日
便
【
解
説】
「
春
草」
は
詩
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
「春
く
さ」
（
金
尾
種
次
郎
編
•
金
尾
文
源
堂
書
店
明
治
三
十
四
年
十
月）
の
こ
と
か 。
泣
蕩
の
四
篇
の
詩
も
そ
こ
に
見
出
せ
る 。
こ
の
頃 、
国
四
郎
は
泣
堕
が
金
尾
文
淵
堂
で
編
集
を
っ
と
め
る
雑
誌
「
小
天
地」
の
表
紙
を
担
当
し
て
い
た 。
「
御
目
に
掛
ケ
タ
ャ
ッ」
と
は 、
「
小
天
地」
に
戟
せ
る
表
紙
の
原
案
か 。
「
小
天
地」
第
二
巻
第
五
号
（
明
治
三
十
五
年
二
月一
日）
の
表
紙
〈
梅
枝〉
は
国
四
郎
作
で
あ
．
る 。
ま
た 、
「
小
天
地」
に
は
付
録
と
し
て
絵
は
が
き
が
添
え
ら
れ
て
お
り 、
そ
れ
も
国
四
郎
が
担
当
し
て
い
た 。
「
小
天
地」
第
二
巻
四
号
（
同
年一
月
一
日）
の
絵
は
が
き
二
葉
〈
梅〉
と
〈
虎〉
は
国
四
郎
が
制
作
し
た
も
の
で
あ
る 。
金
尾
文
淵
堂
ニ
テ
ベ
ン
〔
こ
の
ハ
ガ
キ
に
描
か
れ
た
国
四
郎
節
の
絵
に
つ
い
て 、
書
簡
本
文
は
掲
戟
さ
れ
て
い
な
い
が 、
「
満
谷
国
四
郎
残
照
J
1
0
五
頁
に
「
浜
辺
で
陽
に
焼
け
て
真
黙
に
な
っ
た
二
人
の
子
供
な
ど
の
自
節
の
絵」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る。〕
【
解
説】
暑
中
見
鐸
い
の
は
が
き
で
あ
る 。
消
印
は
捺
圧
弱
く
年
の
数
字
が
不
鮮
明
だ
が 、
三
十
年
代
で
あ
る
こ
と
は
判
読
で
き 、
宛
所
か
ら
し
て
泣
巡
が
大
阪
金
尾
文
淵
堂
に
寄
寓
し
て
い
た
明
治
三
十
三
年
六
月
1
明
治
三
十
六
年
八
月
（
前
掲
『
泣
菓
残
照」
ニ―
一
頁
ー
ニー
ニ
頁
参
照）
の
酢
簡
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る 。
そ
の
頃
の
朝
日
新
問
の
記
事
に 、
「
洋
画
家
の
海
岸
旅
行
洋
画
家
小
山
正
太
郎
氏
家
塾
不
同
舎
貝
ハ
窃
生
の
た
め
来
る
十
日
総
房
海
岸へ
向
け
出
発
す
る
由」
（「
美
術
訛
報」
『
東
京
朝
日
新
聞」
明
治
三
十
五
年
八
月
四
日）
と
あ
る 。
小
山
正
太
郎
は
国
四
郎
の
絵
の
師
で
あ
り ｀
こ
の
旅
行
に
参
加
す
る
た
め
に
国
四
郎
も
銚
子
に
滞
在
し
て
い
た
も
の
と
も
推
測
さ
れ
る 。
そ
の
場
合
「
君
ノ
方」
は 、
「
小
天
地
j
の
表
紙
（
第
二
巻
十
三
号
明
治
三
十
五
年
十一
月
十
日
表
紙
絵
〈
黄
菊
白
菊〉）
も
し
く
は
絵
は
が
き
（
第
二
巻
十
二
号
明
治
三
十
五
年
九
月
十
B)
の
原
案
に
該
当
す
る
か 。
⑦
明
治――-
＋
五
年
八
月＿―-
＋
日
ハ
ガ
キ
【
発
信
者
欄】
東
京
日
荏
里
千
百
十
八
満
谷
国
四
郎
〔
本
文
末
尾]
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【
受
信
者
欄】
大
坂
束
区
南
本
町
四
丁
目＝
1
十
六
薄
田
淳
介
様
【
発
信
局
印
l
東
京
駒
込
【
受
信
局
印ー
ロ
ロ
雨
天
勝
ノ
気
候
モ
昨
今
二
奎
り
て
特
二
甚
し
く
暑
く
閉
ロ
モ
通
り
込
て
避
暑
・
ノ
や
り
直
し
で
も
や
る
他
ハ
仕
方
ナ
イ
n
ト
ダ
相
不
変
御
多忙
御
察
し
申
上
侯
先
日
小
天
地
頂
戴
面
白
く
拝
見
仕
候
肖
像
が
大
変
遅
ク
て
失
礼
然
モ
急
で
ウ
マ
イ
者
出
来
ズ
此
レ
デ
モ
御
間
二
合
ヘ
バ
幸
甚、
今ー
ツ
ノ
君
ノ
依
頼
ハ
長
く
君
ノ
宝
物
ヲ
ケ
ガ
ス
コ
ト
ナ
レ
パ
今
少
シ
御
猶
予
顧
上
候
大
坂
ガ
来
年
ハ
中
々
兼
色
ガ
面
白
サ
ヲ
で
ス
ガ
種
々
企
て
ガ
ア
ル
ラ
シ
イ
何
カ
ノ
都
合
で
小
生
モ
一
度
ハ
下
坂
シ
タ
イ
ト
存
居
候
0
君
ノ
御
上
京
ノ
期
自
何
鶴
首
相
待
申
居
候
ド
ヲ
モ
勉
強
ガ
出
来
ぬ
の
で
困
リ
居
申
侯
｛
誡）
早
く
帰
テ
ツ
マ
ラ
ナ
イ
コ
ト
ヲ
シ
タ
ト
思
ヒ
居
申
候
へ
と
も
此
モ
因
緑
ツ
ク
テ
今
更
致
方
な
し
0
此
頃
ハ
写
真
ハ
如
何
発
送
ニ
ハ
少
シ
面
倒
ナ
レ
バ
カ
ヘ
テ
安
全
ナ
レ
バ
送
り
ま
し
よ
ー
か
画
が
少
イ
ト
何
ダ
カ
さ
む
し
い
椋
で
ス
ナ、
下
村
君
二
遇
タ
ラ
宜
し
く
頼
む
東
京
日
暮
里
干
百
十
八
満
谷
国
四
郎
【
解
説】
「
避
暑
ノ
や
り
直
し」
は、
こ
の
直
前、
国
四
郎
が
避
暑
に
行
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う。
「
早
く
帰
テ
ツ
マ
ラ
ナ
イ
コ
ト
シ
タ」
と
い
う
の
は、
避
怨
地
か
ら
の
帰
り
が
早
す
ぎ
た
た
め
に
「
甚
し
35
,
9
,
1
 
八
月
世
日
□
,
8
,
30
后1
1.50
D
〔
前
か〕
5
.30
文
淵
堂
ニ
テ
シ
閉
ロ
シ
タ
グ
ラ
ひ
拝
啓
先
日
小
天
地
頂
煎
【
発
信
局
印
l
東
京
駒
込
【
受
信
局
印】
〔
判
読
不
能〕
ペ
ン
ク
屠
ク
閉
口」
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
と
捉
え
ら
れ
る。
そ
の
避
暑
地
は
⑥
の
手
紙
か
ら
推
す
と
銚
子
あ
た
り
の
房
総
半
烏
か。
「
先
日
小
天
地
頂
戴」
と
は、
「
小
天
地
j
（
第
二
巻
十一
号
明
治
三
十
五
年
八
月
十
日）
の
表
紙
〈
月
下
横
戟〉
を
国
四
郎
が
担
当
し
た
た
め、
泣
路
が
「
小
天
地」
を
国
四
郎
に
送
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る。
「
大
坂
が
来
年
ハ
中
々
僚
色
が
面
白
い
サ
う」
は、
明
治
三
十
六
年
に
第
五
回
内
国
勧
菜
栂
冤
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う。
「
下
村
君」
は、
当
時
『
小
天
地』
の
挿
固
．
表
紙
を
担
当
し
て
い
た
下
村
為
山
で
あ
ろ
う。
⑧
明
治
三
十
五
年
十
月
〔
日
未
詳〕
ハ
ガ
キ
【
発
信
者
欄】
束
京
日
呑
里
村
干
百
十
八
満
谷
国
四
郎
〔
本
文
末
尾〕
宮＾
信
者
欄】
大
阪
市
東
区
南
本
町
四
ノー
ニ
十
六
文
淵
堂
ニ
テ
薄
田
淳
介
様
35
,
lo
'
口
〔3
か
？〕
表
紙
ノ
面
白
イ
ノ
ニ
院
イ
テ
実
ハ
某
画
伯
ノ
手
ニ
ナ
リ
シ
モ
ノ
カ
聞
キ
度
存
候
節
兄
ノ
策
ト
ハ
又一
驚
ヲ
頂
戴
仕
候
宜
し
く
時
々
御
試
み
ラ
ル
ペ
く
敬
服
ノ
外
な
し
先
日
ノ
小
生
ノ
モ
大
テ
コ
ズ
リ
で
ア
マ
リ
宜
し
く
な
い
〇
先
日
ノ
大
風
雨
小
生
ノ
処
ハ
穴
の
中
の
如
き
処
で
ス
カ
ラ
大
し
た
事
も
成
か
ッ
タ
ノ
で
し
た
柿
ヤ
栗
ガ
落
チ
タ
ノ
で
少
此
レ
モ
甘
ク
シ
テ
食
フ
コ
ト
ガ
出
来
ナ
カ
ッ
タ
故
グ
- 46 -
ラ
イ
デ
少
シ
ノ
心
配
モ
ナ
イ
ノ
デ
御
安
心
被
下
度
願
ま
す．
で
は
又
其
中
二
御
意
得
ま
し
よ．
東
京
日
暮
里
村
干
百
十
八
滴
谷
国
四
郎
【
解
説】
明
治
三
十
五
年
九
月
十
日
発
行
の
「
小
天
地」
第
二
巻
十
二
号
に
付
随
す
る
絵
ハ
ガ
キ
ニ
菜
を、
国
四
郎
が
担
当
し
て
い
る。
そ
の
た
め
泣
堕
は、
国
四
郎
に
「
小
天
地
j
を
送
っ
た
の
で
あ
ろ
う。
「
表
紙
ノ
面
白
イ
ノ
二
鵞
イ
テ
実
ハ
某
画
伯
ノ
手
ニ
ナ
リ
シ
モ
ノ
カ
聞
キ
度
存
候」
と
さ
れ
る
表
紙
は、
沈
錨
子
〈
秋
の
初
風〉
だ
が、
こ
の
文
面
に
よ
る
と
こ
の
沈
錐
子
は
泣
蔑
と
い
う
こ
と
に
な
る。
泣
塑
は
「
茶
話
j
（
昭
和
元
年
十
月
洛
賜
社）
に
「
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
の
「
沈
鎖」
を
税
む
と、
．．
 」
と
綴
り、
さ
ら
に
『
忘
れ
ぬ
人
」々
（
大
正
十
二
年
四
月
金
尾
文
淵
磁）
の
「
森
林
太
郎
氏」
の
箇
所
に、
「
た
し
か
明
治
三
十
九
年
五
月
頃
だ
っ
た
と
思
ふ。
（
中
略）
岩
野
氏
（
岩
野
泡
嗚ー稿
者
注）
は、
そ
の
当
時
何
か
の
雑
誌
に
出
て
ゐ
た
森
氏
の
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
の
「
沈
鎚」
の二
節
の
翻
訳
を
引
合
ひ
に
出
し
て、
「
あ
の
訳
は
あ
れ
で
い
い
の
で
す
か」
と
訊
い
た
も
の
だ」
と、
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
「
沈
錨』
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
記
述
を
残
し
て
い
る。
「
先
日
ノ
大
風
雨」
に
関
し
て、
た
と
え
ば
「
気
象
要
院
J
(
中
央
気
象
台
明
治
三
十
五
年
九
月）
に
は、
「
自
二
十
七
日
至
二
十
九
日
暴
風
雨」
と
あ
り、
具
体
的
に
は、
「
風
水
害
ハ
千
葉、
茨
城、
群
馬、
播
烏、
山
形
ノ
諾
県
二
甚
シ
ク
人
畜
ノ
死
伽、
汽
車
ノ
転
殴、
煙
突
ノ
破
壊、
巨
樹
ノ
抜
折、
家
屋
ノ
漬
損
等
ノ
多
キ
ヲ
以
テ
知
ル
ヘ
シ」
と
説
明
さ
れ
て
い
る。
拝
啓
⑨
明
治
三
十
八
年
五
月
四
日
封
書
巻
紙
[
発
信
者
欄】
東
京
日
暮
里
干
百
十
八
満
谷
国
四
郎
【
受
信
者
欄
】
口
〔
岡
か
？〕
山
県
浅
口
郡
連
烏
村
薄
田
泣
蔑
殿
【
発
信
局
印】
〔
判
説
不
能〕
【
受
信
局
印】
備
中
先
日
来
ハ
度
々
御
芳
簡
を
辱
せ
し
二
も
か�
わ
ら
ず一
向
御
不
沙
汰
勝
二
打
送
き
失
礼
仕
候
御
作
白
玉
姫
の
は
先
月
中
旬
駄
作
ヲ
金
尾
子
二
相
渡
し
申
置
候
端
曹
の
方
ハ
只
今
熟
考
中
一
般
が
進
歩
し
て
る
の
で
す
か
ら
小
天
地
時
代
ノ
者
を
只
今
拝
見
ス
ル
ト
冷
汗
が
出
ま
す
か
ら
可
成
工
夫
ヲ
煎
ネ
度
存
居
申
候、
只
今
も
「
カ
タ
ロ
ク」
ノ
コ
ト
て
金
尾
子
来
ラ
レ
此
間
一
寸
話
ア
リ
シ
御
願
ノ一
件
二
付
最
早
大
兄
の
元へ
御
通
知
二
成
タ
ト
聞
き
驚
イ
テ
申
訳
ヲ
ス
ル
の
で
す
実
ハ
今
春
の
太
平
洋
回
会
展
笈
会
ノ
「
カ
タ
ロ
ク」
ハ
酉
報
社
二
依
頼
致
居
候
処
金
尾
君
の
話
モ
ア
リ
会
ノ
為
メ
ニ
モ
便
利
で
ア
リ
来
春
カ
ラ
モ
都
合
宜
し
き
コ
ト
ナ
レ
バ
労
々
同
君
ノ
手
ヲ
借
り
る
コ
ト
ニ
致
居
候
処
で
此
ノ
間
小
生
ノ
友
人
共
集
会
の
節
「
明
星」
二
関
係
し
て
る
者
ナ
ド
存
上
候
て
序
文
ヲー
ツ
大
兄
二
願
タ
ラ
大
二
光
彩
ヲ
放
ツ
ダ
ロ
ヲ
ト
云
フ
コ
ト
ガ一
寸
出
タ
ノ
で
満
楊
大
賛
成
で
丁
度
僕
ガ
知
己
ダ
カ
ラ
僕
カ
ラ
願
ヘ
ト
言
フ
コ
ト
ニ
相
成
タ
ノ
で
ス
モ
ホ
ト
ン
ド
僕
ガ
世
話
ヲ
シ
テ
ル
ノ
で
世
ノ
中
ニ
モ
兄
ト
ナ
ラ
居
ル
ノ
で
ス
カ
ラ
大
兄
二
序
文
力
願
ハ
ル
、
ナ
レ
バ
此
ノ
上
ナ
き
幸
福
ダ
ト
信
ジ
て
大
兄
二
願
ふ
n
ト
ラ
引
受
け
タ
ノ
で
ス
ド
ヲ
ー
カ
何
で
モ
ヨ
イ
ノ
デ
ス
カ
ラ
西
ノ
補
僕
も
今
度
ノ
会
ナ
ン
カ
甘
八
年
五
月
六
日
フ
デ
ハ
便 五
月
四
日
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一
ー
』
五
月
四
日
満
谷
拝
薄
田
大
兄
机
下
序
ナ
リ
詩
ナ
リ一
寸一
口
御
願
ヒ
申
し
マ
ス、
御
承
諾
ヲ
乞
ふ
見
ナ
イ
で
充
分
無
理
ナ
事
で
ス
カ
何
ト
カ
御
考
ヘ
ガ
ア
ル
ダ
ロ
ー
ト
存
じ
（
マ
i-
ヲ
シ
テ
斯
の
如
二
候
「
本
ハ
普
通
雑
紙
ノ
大
サ
で
序、
出
品
者
ノ
全
カ
タ
ロ
ク、
派
ナ
画
ノ
銀
板
五
六
十、
卜
云
フ
理
ナ
ノ
デ
ス
夫
レ
テ
今
年
ノ
屁
蔑
会
ハ
今
迄
三
年
ノ
ト
ハ
大
二
整
理
シ
テ
出
品
モ
骨
ガ
折
レ
ト
ル
ノ
デ
好
成
鎖
で
す
「
ジ
ャ
ン
・
ポ
ー
ロ
ー
ラ
ン
ス」
先
生
ノ
画
ガ
出
タ
ノ
デ
此
上
ニ
モ
目
ヲ
引
キ
マ
シ
タ
ガ
大
家
ノ
画
ガ
出
夕
為
メ
ニ
素
人
ニ
モ
他
ノ
ハ
見
ラ
レ
ン
見
ル
者
ハ
ナ
イ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
成
テ
骨
ヲ
折
夕
我
々
ノ
製
作
ヲ
更
二
光
郎
ナ
ク
ツ
マ
ラ
ン
コ
ト
ニ
成
タ
ノ
で
ス
ガ
然
し
夫
レ
ハ
幾
数
等
モ
上
ノ
者
ガ
ア
ル
為
メ
テ
日
本
ノ
画
界
全
パ
ン
カ
ラ
言
ヘ
ハ
勿
器
整
頓
シ
タ
会
ナ
ノ
デ
ス
カ
今
月
末
迄
ニ
ハ
小
生
モ
一
寸
帰
国
愚
父
ヲ
見
錦
ふ
つ
ム
リ
で
ス
カ
ラ
久
々
振
二
御
而
会
ガ
出
来
ル
ト
楽
ん
で
居
ル
コ
ト
で
ス
何
力
御
土
産
ヲ
持
テ
行
キ
マ
ス
ガ
序
ノ
コ
ト
ハ
其
ノ
時
で
ハ
少
し
遅
レ
ル
ト
金
尾
君
か
申
シ
マ
ス
カ
ラ
御
承
知
被
下
候
へ
ば
今
月
廿
日
頃
迄
二
願
ヒ
マ
ス、
ヲ
マ）
今
度
ハ
油
画
ノ
少
サ
イ
ノ
ヲ
持
テ
行
キ
マ
ス
ガ
松
尾
君
ガ
恨
ル
カ
ラ
如
何
二
カ
セ
ネ
バ
ナ
ラ
ン
ト
考
て
居
リ
マ
ス
何
レ
ハ
御
面
会
の
役
二
譲
り
マ
ス
【
解
説】
泣
巡
の
「
白
玉
姫」
は、
明
治
三
十
八
年
六
月
に
国
四
郎
の
挿
画
装
禎
で
金
尾
文
淵
堂
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る。
「
駄
作」
と
は
そ
の
原
画
の
こ
と
か。
国
匹
郎
が
泣
座
に
依
頼
し
て
い
る
「
序
文」
と
は、
「
太
平
洋
画
会
画
集
j
(
明
治
三
十
八
年
四
月
金
尾
文
淵
堂）
の
カ
タ
ロ
グ
の
序
文
で
展
蔑
会
モ
ロ
ー
ラ
ン
ス」
と
は、
当
時
パ
リ
の
画
塾
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
で
教
鞭
を
取
っ
て
い
た
水
彩
画
家
で
あ
る。
明
治
三
十
四
年
「
パ
リ
に
留
り
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
に
学
ん
だ
鹿
子
木
孟
郎・
河
合
新
蔵
を
除
く
四
人
（
吉
田
博・
中
河
八
郎・
丸
山
晩
霞・
演
谷
国
四
郎
1
税
者
注）
は、
明
治
三
十
四
年
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
焔
国
し
て」
い
る。
「
ジ
ャ
ン
・
ポ
ー
あ
ろ
う。
実
際、
そ
れ
に
泣
型
は
「
序
歌」
と
題
す
る
歌
を
寄
せ
て
い
る
が、
こ
れ
は
後
の
「
芸
の
ゆ
る
さ
れ」
（「
白
羊
宮」
明
治
三
十
九
年
五
月
金
尾
文
淵
滋）
と
近
似
し
て
い
る。
「
小
生
ノ
友
人
共
集
会
の
節
「
明
品」
二
関
係
し
て
る
者」
と
し
て
候
補
に
挙
が
る
の
は
石
川
寅
治、
鹿
子
木
孟
郎、
石
井
柏
亭
で
あ
ろ
う
か。
石
川
寅
治
は、
明
治
三
十
七
年
三
月
に
（
孔
雀〉、
五
月
に
〈
海
原〉、
八
月
に
（
花
あ
や
め〉
な
ど、
頻
繁
に
「
明
星」
へ
絵
画
を
載
せ
て
い
る。
鹿
子
木
孟
郎
は
同
年
十
月、
「『
美
術
新
報」
3-14
に
鹿
子
木
孟
郎
「
偶
感
（
二）」
が
掲
載
さ
れ、
以
後
翌
年
に
か
け
て、
「
美
術
新
報」
「
明
昆」
誌
上
で
鹿
子
木
対
三
宅
克
己・
和
田
英
作
に
よ
る、
い
わ
ゆ
る
「
水
彩
画
詮
争」
が
展
開
さ
れ
る」
（
前
掲
「
も
う
ひ
と
つ
の
明
治
美
術」
二
三
九
頁）
と
さ
れ
る
が、「
明
星」
巳
年
第
二
号
（
明
治
三
十
八
年
二
月）
で
も
「
心
明
無
疑」
と
い
う
そ
れ
に
関
す
る
評
論
を
掲
戟
し
て
い
る。
し
か
し、
三
人
の
中
で
最
も
多
く
「
明
星
j
の
挿
画・
評
論
を
担
当
し
て
い
る
の
は
石
井
柏
亭
で
あ
る。
柏
亭
は
「
明
星」
巳
年
第
五
号
（
明
治
三
十
八
年
五
月）
で
「
太
平
洋
画
会
の
諾
作」
と
い
う
批
評
も
執節
し
て
お
り、
三
人
の
中
で
「
明
星」
と
太
平
洋
画
会、
双
方
に
最
も
関
係
が
深
い
人
物
だ
と
言
え
る。
9
＇
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⑩
明
治
三
十
八
年
五
月
十
五
日
ハ
ガ
キ
【
発
信
者
欄】
浅
尾
村
滴
谷
〔
本
文
末
尾〕
【
受
信
者
欄】
浅
口
郡
迎
島
村
薄
田
淳
介
様
【
発
信
局
印】
口
□
総
社
世
八
年
五
月一
五
日
【
受
信
局
印】
俯
中
西
の
浦
□
口
年
五
月一
六
日
イ
便
表
面
フ
デ・
裏
面
ペ
ン
書簡⑩ 明治三十八年五月十五日
太
平
洋
画
会
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
ロ
ー
ラ
ン
ス
の
作
品
は
「
ル
ー
テ
ル
ト
彼
レ
ノ
徒
弟」
（「
近
代
日
本
ア
ー
ト・
カ
タ
ロ
グ・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン」
太
平
洋
画
会
第一
巻
二
0
0一
年
五
月
ゆ
ま
に
書
房）
で、
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
主
選
に
し
た
も
の」
（
前
掲
「
鹿
子
木
孟
郎
展
ー
師
ロ
ー
ラ
ン
ス
と
の
出
会
い
ー』
―
二
0
頁）
と
さ
れ
て
い
る。
西
ノ
涌
満
谷
蓮
島
村
薄
田
淳
介
様
口
〔
前
か
？〕
O·
 40
 
口
八
年
八
月
五
日
口
便
千
百
十
八
【
解
説】
⑨
の
手
紙
か
ら
約
十
日
後
の
書
簡
と
な
る。
泣
葛
は、
明
治
三
十
七
年
二
月
「
生
活
苦
に
よ
り
連
島
に
陥
り
静
登」
（
前
掲
「
泣
雖
残
照」
ニ
l―一
頁）
に
い
た。
明
治
三
十
八
年十
月
に
は、
結
婚
相
手
の
市
川
修
と
而
会
す
る
た
め
京
都
に
赴
い
て
い
る。
明
治
三
十
九
年一
月
六
日、
与
謝
野
究・
晶
子
述
名
の
年
賀
状
が
「
備
中
国
浅
0
郡
連
島
村・
簿
田
淳
介」
宛
に
届
い
て
い
る
た
め
（
前
掲
「
泣
蔑
小
伝」
五
五
頁
参
照）、
泣
堕
は
こ
の
頃
ま
で
連
島
に
居
た
も
の
と
思
わ
れ
る。
な
お
国
四
郎
は
杏
節
⑨
で
綴
っ
て
い
る
よ
う
に
「
愚
父
ヲ
見
舞
ふ
つ
ム
リ」
で
岡
山
に
帰
省
し
て
い
る。
こ
の
時
の
父
親
の
様
子
は、
〈
病
床
の
父
準一
郎〉
（「
明
治
38.
5.
20
慈
父
於
病
床
永
眠
の
前
の
約一
ヶ
月
国
四
郎
写」
の
字
あ
り）
と
い、
？水
彩
画
に
描
出
さ
れ
て
い
る。
⑪
明
治
三
十
八
年
八
月
四
日
【
発
信
者
梱】
東
京
日
暮
里
【
受
信
者
欄】
岡
山
県
浅
口
郡
宮藉
局
印】
□
ロ
【
受
侶
局
印
l
俯
中
申
居
候
早
々
口'
8、
4
浅
尾
村
昨
日
到
培
し
ま
し
た
ハ
ガ
キ
フ
デ
同
三
日
の
中
御
面
昭
ヲ
得
ル
コ
ト
ハ
相
成
可
申楽
み
滑
谷
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局
迄
持
行
き
捨
テ
ル
ナ
リ
⑫
明
治一＿
十
八
年
十
二
月
七
日
[
発
信
者
欄】
滴
谷
〔
本
文
末
尾〕
【
受
信
者
ll】
岡
山
県
浅
口
郡
連
烏
村
【
発
伯
局
印】
満
州
軍
総
司
令
部
位
固
モ
違
ウ
シ
大
ニ
ョ
イ
ノ
ダ
ハ
ガ
キ
凱
旋
記
念
束
京
簿
田
泣
菓
殿
フ
デ
〔
こ
の
杏
簡
に
付
さ
れ
た
国
四
郎
自
節
の
絵
に
つ
い
て、
柑
簡
本
文
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
が
「
満
谷
国
四
郎
残
照」
一
0
五
頁
に、
「
三
日
月
の
下
月
見
草
に
か
こ
ま
れ
て、
左
手
を
顎
に
当
て
た
憂
い
を
お
び
た
和
服
の
夫
人
の
姿
を
描
い
た
業
魯」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。〕
【
解
説l
「
原
画」
が
何
を
指
す
か
は
分
か
っ
て
い
な
い
。
ハ
ガ
キ
に
岬
国
か
れ
た
絵
と
似
た
構
圏
を
持
つ
国
四
郎
の
作
品
に
は、
山
の
陰
に
半
分
箆
れ
た
月
を
背
猥
に
月
見
草
に
囲
ま
れ
た
女
性
が
描
か
れ
た
〈
か
ぐ
や
姫〉
が
あ
る
。
が、
〈
か
ぐ
や
姫〉
の
発
表
年
は
明
治
四
十1
一
年
と
な
っ
て
お
り、
若
干
の
差
が
あ
る。
な
お、
不
同
舎
の
同
門
で
あ
る
吉
田
博
も、
同
時
期、
月
見
草
に
囲
ま
れ
て
左
手
を
顎
に
当
て
た
女
性
の
絵
〈
月
見
草
と
浴
衣
の
女
〉
（
明
治
四
十
年
頃
水
彩
・
紙）
（
前
掲
「
も
う
ひ
と
つ
の
明
治
美
術」
一
八
七
頁
参
照）
を
描
い
て
い
る
。
君
ノ
画
端
告
ノ
内
ノ
一
ツ
画
キ
ソ
コ
ナ
イ
ナ
リ
毀
，
1
2
,
7
原
画
ハ
此
レ
ト
ハ
モ
少
シ
画
室
ノ
附
二
苔
ル
ノ
モ
ヲ
シ
ク
此
レ
ヲ
辿
書簡⑫ 書簡⑪ 明治三十八年八月四日
ゥ
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ク
日
暮
里
湖
谷
⑬
明
治
三
十
九
年
I＿一
月
九
日
ハ
ガ
キ
【
発
信
者
欄】
日
硲
里
漑
谷
〔
本
文
末
尾〕
【
受
信
者
欄】
岡
山
県
備
中
浅
口
郡
辿
島
村
【
発
信
局
印】
下
谷
〔
以
下
判
説
不
能〕
【
受
信
局
印】
備
中
西
ノ
補
今
日
元
帥
ヲ
新
橋
二
迎
ふ
唯
シ
写
生
ナ
リ
満
谷
【
受
信
局
印】
備
中
口
〔
西〕
ノ
浦
□
D
年
十
二
月
□
日
記
念
画
端
杏
売
切
レ
拠
所
ナ
ク
郵
便
局
ニ
テ
画
【
解
説】
日
露
戦
争
か
ら
元
帥
大
山
巌
が
凱
旋、
国
四
郎
は
新
橋
で
凱
旋
の
・
様
子
を
写
生
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る。
国
四
郎
は
日
露
戦
争
中、
『
近
事
酉
報」
「
戦
時
画
報」
で
表
紙・
挿絵
を
担
当
し
て
も
い
た。
薄
田
淳
介
様
冊
九
年
三
月
八
日
御
手
紙
ニ
ョ
リ一
寸
直
し
マ
シ
タ
タ
ル
ベ
シ
ト
自
信
仕
候
四
月
ニ
ハ
御
上
京
ノ
由
バ
ナ
ル
マ
イ
よ
ふ
今
度
ハ
君
ノ
名
吟
ノ
意
ハ
多少
ハ
伝
ヘ
今
日
金
尾
へ
申
磁
し
故
二
来
ル
ベ
＜
申
阻
候
フ
デ
兎
角
御
宿
仕
リ
マ
シ
実
な
り
や
実
ナ
レ
バ
画
室
へ
戒
厳
令
ヲ
シ
カ
ネ
松
尾
兄
も
同
ジ
コ
ト
ヲ
申
居
ラ
レ
候
一
解
説】
「
御
手
紙
ニ
ョ
リ一
寸
直
し
マ
シ
タ」
と
は、
明
治
三
十
九
年
五
ハ
便
口
便
月
に
金
尾
文
淵
堂
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
白
羊
宮
j
の
挿
画
の
こ
と
で
あ
ろ
う。
こ
の
年
の
四
月、
書
簡
の
「
四
月
ニ
ハ
御
上
京
ノ
由」
の
通
り、
「
足
か
け
六
年
ぶ
り
に
上
京、
島
村
抱
月、
坪
内
逍
造
に
対
面」
（
前
掲
「
泣
堕
残
照」
二
―
三
頁）
し
て
い
る。
⑭
明
治
三
十
九
年
六
月
二
日
ハ
ガ
キ
百
信
者
欄】
桂
夢
〔
本
文
末
尾〕
フ
デ
書簡⑭ 明治三十九年六月二日
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ナ
ラ
ズ
で
し
よ
ふ
フ
デ
呵
々
桂
夢
浅
口
郡
連
島
村
【
受
信
者
梱｝
岡
山
県
備
中
I
発
信
局
印】
下
谷
3
9.
6.
2
后4,
5
【
受
信
局
印】
備
中
西
ノ
捕
〔
以
下
判
読
不
能〕 菊
田
淳
介
殿
切
角
楽
み
ニ
シ
タ
御
上
京
も
さ
て
と
ナ
ル
ト
御
面
会
ノ
機
モ
少
く
残
念
致
候
帰
途
ノ
御
荷
物
定
メ
シ
御
面
倒
様
金
尾
君
も
モ
ヲ
金
ヲ
ク
レ
タ
．
ノ
方
ニ
モ一
口
出
来
大・ニ
安
心
し
ま
し
た
田
舎
タ
ー
チ
ガ
ウ
よ
東
京
の
御
ウ
ワ
サ
ニ
日
モ
只
【
解
説】
明
治
三
十
九
年、
泣
型
は
詩
壇
で
の
名
声
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
発
表
鉗
台
も
広
が
り、
「
白
百
合
j
「
明
星』
「
早
稲
田
文
学」
な
ど
の
雑
誌
に
作
品
を
発
表
す
る
な
ど、
旺
盛
な
活
躍
ぶ
り
を
み
せ
た。
泣
雖
が
東
京
に
滞
在
し
て
い
る
期
間
に、
出
版
元
を
束
京
に
移
し
た
金
尾
文
淵
批
か
ら
「
白
羊
宮」
が
刊
行
さ
れ
て
い
る。
「
金
尾
君
も
モ
ヲ
金
ヲ
ク
レ
タ」
と
は「
白
羊
宮」
の
挿
画
料
か。
自
節
色
彩
画
の
上
に
は
「
東
京
話
の
図」
と
書
か
れ
て
い
る。
桂
夢
は
満
谷
の
号。
⑮
明
治
三
十
九
年
七
月
十
九
日
ハ
ガ
キ
【
発
信
者
梱】
束
京
日
暮
里
ニ
テ
〔
表〕
〔
満
谷
の
サ
イ
ン〕
〔
本
文
末
尾〕
【
受
信
者
欄】
備
中
浅
口
郡
連
嶋
薄
田
淳
介
様
【
発
信
局
印】
〔
局
名
判
読
不
能〕
口•
7.
20
前8.
9
松
尾
君
書簡⑯ 明治三十九年十二月二十四日
〔
こ
の
ハ
ガ
キ
は
「
満
谷
国
四
郎
残
照」
一
0
六
頁
に
「
葉
密4,
6」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る。
前
頁
の
説
明
で
は、
「
い
わ
ゆ
る
当
時
の
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
の
服
装
の
二
人
が
「B
ANNN
AI
(
バ
ン
ザ
イ）」
と
書
い
た
キ
ス
し
て
い
る
人
形
の
大
き
な
ポ
ス
タ
ー
風
の
紙
を
も
ち、
．．
 」
と
さ
れ
る。〕
[
解
説]
「
戦
の
話
し」
と
は、
明
治
三
十
九
年
第
五
回
太
平
洋
画
会
展
蔑
贔“
 
J
 
本
日
圃
伯
を
驚
か
し
大
二
獲
物
あ
り
〔
満
谷
の
サ
イ
ン〕
【
受
信
局
印】
備
中
三
十
九
年
七
月
二
十一
日
七
月
十
九
日
西
ノ
浦
戦
の
話
し
を
持
帰
る
事
二
約
束
致
侯
ハ
便
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⑰
明
治
四
十
年
十
二
月
十
二
日
ハ
ガ
キ
【
発
信
者
欄】
東
京
〔
滴
谷
国
四
郎
の
サ
イ
ン〕〔
表〕
【
受
信
者
欄】
京
都
上
京
区
下
長
者
町
薄
田
淳
介
様
弊
屋一
同
御
目
出
度
候
由
御
見
参
二
入
レ
申
上
候
桂
夢〔
本
文
末
尾〕
室
町
通
り
西
入
（
北
側）
ペ
ン
宿
説】
明
治
三
十
九
年
十一
月、
泣
堅
は
「
京
都
に
出
て
寺
町
通
鞍
馬
口
下
ル
高
徳
寺
町
に一
戸
を
借
り、
十
二
月
二
日
に
結
婚」（
前
掲「
泣
蔑
残
照
j
ニ
ー
三
頁）
し
て
い
る。
相
手
は
市
川
修。
こ
の
ハ
ガ
キ
は、
国
四
郎
か
ら
泣
堕
へ
の
そ
の
祝
辞
で
あ
ろ
う。
国
四
郎
は
明
治
三
十＿一
年
鈴
木
す
ゑ
と
結
婚、
翌
年
長
女
三
重
が
誕
生
し
て
い
る。
節
で
描
か
れ
た
絵
の
男
女
と
女
児
が、
そ
の
国
四
郎一
家
を
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る。
み
な
正
装
と
見
え
る。
頓
首
実
二
後
レ
な
か
ら 博
田
淳
介
様
宮禍
局
印】
下
谷
39.12.
25
前6,
7
【
受
信
局
印
l
〔
局
名
判
読
不
能〕
3
0.1
0
26
 
大
疫
至
極
二
奉
存
候
十
二
月
廿
四
8
D
〔
前
か
？〕
11
,
12
会
に
出
品
さ
れ
た
国
四
郎
の
（
戦
の
話〉
の
こ
と
で
あ
ろ
う。
,．
⑮
明
治
三
十
九
年
十
二
月
二
十
四
日
ハ
ガ
キ
百
信
者
梱】
表
記
な
し
[
受
信
者
欄】
京
都
上
京
区
寺
町
通
鞍
馬
口
下
ル
高
徳寺
町
束
側
フ
デ
【
発
信
局
印】
下
谷
40.12.12
后3,
4
【
受
信
局
印】
京
都
荒
神
口
40.
12.13
后0,
l
ド
ー
シ
ク
コ
ト
カ
君
ノ
御
喜
ノ
報
ヲ
聞
テ
早
速
御
喜
ヲ
出
ス
コ
ト
ニ
考
へ
モ
ー
出
シ
タ
ツ
ム
リ
テ
昨
夜
迄
平
気
で
居
夕
処
ガ
愚
要
二
冊
カ
レ
テ
ナ
ル
程
ト
ビ
ッ
ク
リ
シ
此
二
取
不肯
御
喜
ピ
ヲ
出
ス
コ
ト
斯
ノ
如
シ
モ
ー
生
此
ノ
節
ハ
男
で
も
女
で
も
ア
ル
方
が
良
イ
ト
去
フ
方
ナ
ン
デ
何
分
ニ
モ
御
目
出
度
い
イ
ッ
カ
ハ
拝
見
二
行
キ
タ
イ
者
ダ
（
但
し
画
ノ
中
小
児
ノ
手
ノ
内
ハ
詩
句
ナ
リ）
桂
夢
〔
描
か
れ
て
い
る
絵
は、「
満
谷
国
四
郎
残
照
J
I
 
0
六
頁
に
「
葉
書4,
7」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る。
一
0
五
頁
で
「
幼
児
を
抱
き
箪
と
原
稲
用
紙
を
も
つ
和
服
滸
流
し
の
男
の
姿
が
ペ
ン
世
き
で
描
か
れ」
「
私
の
母
ま
ゆ
み
が
泣
堕
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
た
の
が
同
年
十一
月
二
十一
日
な
の
で、
こ
れ
に
対
す
る
お
祝
い
の
葉
世
で
し
ょ
う」
と
さ
れ
て
い
る。〕
【
解
説】
「
但
し
酉
ノ
中
小
児
ノ
手
ノ
内
ハ
詩
句
ナ
リ」
と
言
う
よ
う
に、
抱
か
れ
た
赤
子
が
こ
ち
ら
に
向
け
た
両
手
の
平
に
は
詩
句
ら
し
き
波
線
数
行
が
描
か
れ
て
い
る。
岡
山
な
ら
び
に
当
時
の
郷
土
史
に
あ
た
っ
て
み
た
限
り
で
は
こ
の
よ
う
な
風
習
は
確
認
で
き
な
い。
あ
る
い
は、
一
生
お
金
に
不
自
由
し
な
い
よ
う、
生
ま
れ
た
赤
子
の
手
に
コ
イ
ン
を
に
ぎ
ら
せ
る
恨
行
と
関
係
あ
る
か
（
そ
れ
を
泣
座
が
詩
人
で
あ
る
た
め、
国
四
郎
が
工
夫
を
凝
ら
し
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一
解
説】
こ
れ
は
国
四
郎
が、
泣
雖
の
弟
薄
田
鶴
二
に
宛
て
た
柑
簡
で
あ
る。
こ
の
年
の
二
月、
泣
塑
の
文
集
「
落
葉
j
が
鶴
二
経
営
の
獅
子
吼
由
房
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
が、
初
版
の
「
落
菜」
に
は
国
四
郎
の
名
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い。
一
方、
獅
子
吼
苦
房
の
渾
田
泣
蔑．
簿
田
鶴
二
共
著
「
新
杏
翰』
（
明
治
四
十
1
年
七
月）
の
広
告
に
掲
載
さ
れ
た
再
版
予
定
の
『
落
葉」
の
欄
に
は、
「
満
谷
国
四
郎
口
翰
及
装
禎」
と
あ
る。
ま
た
同
広
告
桐
で
は、
泣
班『
新
詩
集』
が「
満
谷
国
四
郎
及
装
禎」
で
近
刊
と
も
さ
れ
て
い
る
(
H
新
詩
集
j．
の
刊
行
は
確
認
で
き
な
い
が）。
こ
れ
ら
に
使
用
す
る
た
め
の
絵
を
国
四
郎
が
鵡
二
に
送
る
約
束
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か。
な
お、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
は、
持
戻
再
配
達
票
が
付
さ
れ
て
い
る。
こ
の
ハ
ガ
キ
は
消
印
に
よ
り、
御
承
知
相
成
度
候
草
々
日
経
里
村
溜
谷
拝
啓
遅
延
し
て
失
礼
仕
候
十
五
日
ノ
頃
迄
ニ
ハ
必
ズ
出
来
致
骰
可
申
候
+
＝
1
日
〔参
考〕
薄
田
鶴
二
宛
書
簡
⑮
明
治
四
十一
年一
月
十
三
日
【
発
信
者
欄】
日
恐
里
村
満
谷
度
信
者
邑
京
橋
区
西
紺
屋
町
【
発
侶
局
印】
下
谷
41.
1.13
后oo,
9
霊文
信
局
印
l
□
口
〔
京
紐
か
？〕
41.
1.13
 
森
田
方
ハ
ガ
キ
た
も
の
か）。
も
し
く
は、
指
の
虫
卦
じ
か。
博
田
鶴
二
様
后lo,
12
フ
デ
+―
-
1
日
中
に
下
谷
か
ら
京
橋
局
に
届
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が、
持
戻
票
に
よ
れ
ば
「
戸
締
応
答
無
之」
き
た
め
京
橋
集
配
人
に
よ
っ
て一
旦
は
局
に
「
持
戻」
ら
れ
た。
持
戻
票
に
は
翌
日一
月
十
四
日
「
前
8
1
9」
付
の
「
京
椴」
局
印
と
と
も
に
「
再
達」
印
が
捺
さ
れ
て
お
り、
配
達
は
翌
日
で
あ
っ
た。
【
付
記】
痰
匪
な
柑
簡
の
利
用
を
御
許
可
下
さ
い
ま
し
た
倉
敷
市
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す。
ま
た、
本
稿
の
作
成
に
お
い
て
は、
薄
田
泣
塑
顕
彰
会、
岡
山
県
立
美
術
館
の
御
教
示
を
得
ま
し
た。
併
せ
て
感
紺
を
申
し
上
げ
ま
す。
本
稿
は、
西
山・
山
本
の
関
わ
る
大
学
院
演
習
や
研
究
会
の
成
果
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る。
そ
の
場
に
参
加
し
て
い
た、
宮
内
和
世·
植
田
恵
理・
庄
伝
佳・
古
川
充・
橘
川
透
・々
版
原
愛
美・
陳
宇
屋・
姜
文
姫・
荒
木
喜
子・
羽
田
ま
ど
か
（
敬
称
略）
等
の
諸
氏
も、
そ
れ
ぞ
れ
に
開
査
等
で
本
稿
の
成
立
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
こ
と
を、
こ
こ
に
銘
記
す
る。
（
は
ば
ら
た
く
や
岡
山
大
学大
学
院
社
会
文
化
科学
研
究
科）
（
に
し
や
ま
こ
うい
ち
岡
山
大
学大学院社
会
文
化
科学研究科准
教授）
（
や
ま
も
と
ひ
で
き
岡
山
大
学大
学
院
社
会
文
化
科学
研
究
科教
授）
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